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ま 元が' ぎ 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 機械 
工業 連合会 (JMF) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
査 会の 審議 を 経て， 厚生 労働大臣 及び 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 これによ つて， JISB 
9706-3:2001 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は ， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物 である。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 厚生 労働大臣， 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， 
このような 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に かかわる 確 
認 について， 責任 はもたない。 
JIS B 9706 の 規格 群に は， 次に 示す 部 編成が あ る o 
JISB 9706-1 第 1 部： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナルの 要求 事項 
JIS B 9706-2 第 2 部： マーキン グの 要求 事項 

JISB 9706-3 第 3 部： ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操作に 対する 要求 事項 



(2) 
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B 9706-3 ： 2009 

(IEC 6 1 3 1 0-3 : 2007) 



機械 類の 安全性 一 表示， マ一 キング 及び 操作 一 

第 3 部： ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操作に 対する 

要求 事項 

Safety of machinery — Indication, markina and actuation — 
Part 3: Requirements for the location and operation of actuators 

序文 

この 規格 は， 2007 年に 第 2 版と して 発行され た IEC 61310-3 を 基に， 技術的 内容 及び 対応 国際規格の 構 
成 を 変更す る ことなく 作成 し た 日 本 工業規格で あ る 。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 参考 事項 は， 対応 国際規格に はない 事項で ある。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， ヒューマン マシン イン タフ ヱース において， 人が， 手 又は 他の 身体 部分に よって 操作す 
るァ クチ ユエ ータ に対する 安全 関連の 要求 事項に ついて 規定す る 。 

この 規格 は， 次の 要求 事項 を 規定す る。 
一 ァ クチ ユエ ータの 動きの 標準 的 方向 
一 ァ クチ ユエ ータの 相互 配置 
一 操作 及び 操作が もたら す 最終結果の 相関 性 

この 規格 は， JISC 0447 を 基礎に している 力く 電気 以外の 技術 を 用いる システム， 例えば， 機械的 シス 
テム 及び 液 圧 システム にも 適用で きる。 

この 規格 は， 組立 品の 一部 を 構成す る 単一 及び 一群の ァ クチ ユエ ータ について 適用す る。 

この 規格 は， タツ チパ ネルに 関する 要求 事項 は 規定し ない （タ ツチ パネルに 関して は， JISC 0447 に規 
定が ある。）。 

注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

IEC 61310-3:2007, Safety of machinery ― Indication, marking and actuation — Part 3: Requirements for 
the location and operation of actuators (IDT) 
なお， 対応の 程度 を 表す 記号 (IDT) は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， 一致して いる こ と を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 
これらの 引用 規格のう ちで， 西暦 年 を 付記して ある もの は， 記載の 年の 版 を 適用し， その後の 改正 版 （追 
補 を 含む。） に は 適用し ない。 西暦 年の 付記がない 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JIS B 9706-1:2009 機械 類の 安全性 一 表示， マーキング 及び 操作 一 第 1 部： 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグ 
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ナルの 要求 事項 

注記 対応 国際規格： IEC 61310-1:2007, Safety of machinery - Indication, marking and actuation - Part 1: 
Requirements for visual, acoustic and tactile signals (IDT) 
JIS B 9706-2:2009 機械 類の 安全性 一 表示， マーキング 及び 操作 一 第 2 部： マーキングの 要求 事項 
注記 対応 国際規格： IEC 61310-2:2007, Safety of machinery - Indication, marking and actuation - Part 2: 
Requirements for marking (IDT) 
JIS B 9712:2006 機 Hi 烦の 安全性 一両 手 操作 制御装置 一 機能的 側面 及び 設計 原則 

注記 対応 国際規格 ： ISO 13851:2002, Safety of machinery — Two- hand control devices -Functional 
aspects and design principles (IDT) 
JIS C 0447 マン マシン イン タフ ヱース （MMI) —操作の 基準 

注 言 ヒ 対応 国際規格 ： IEC 60447, Basic and safety principles for man-machine interface, marking and 
identification ― Actuating principles (IDT) 
JIS Z 8907:1987 方向 性 及び 運動 方向 通則 

注記 対応 国際規格 ： ISO 1503:1977, Geometrical orientation and directions of movements (MOD) 
ISO 93b3-z: l 999， Ergonomic requirements for the design of displays and control actuators ― Part 2: Displays 
IEC 60073:2002, Basic and safety principles for man-machine interface, marking and identification ― Coding 
principles for indicators and actuators 



3 用語 及び 定義 

こ の 規格で 用いる 主な 用語 及び 定^ は， JIS B 9706-1 及び JIS B 9706-2 による ほ 力、， 次に よ る。 

3.1 

操作 (action) 

ァ クチ ユエ ータを 操作す る 人の 身体 部分 （例えば， 指， 手， 足な ど） に 要求され る 動き。 
3.2 

最終結果 （final effect) 

オペレータの 操作に 対応して 現れる 意図した 結果。 



4 一般 要求 事項 

この 規格 は， 機械の 設計 初期段階 において， 機械 設備 全体の 中で あいまいさが ないよう に 適用し なけれ 
ばなら ない。 機械の 意図す る 用途， 機械の 形状， 姿勢 及び 位置， 並びに オペレータの 技量， 姿势 及び 視野 
(JIS B 9706-1 の 4.2.2 参照） による 制約条件 を 考慮し なければ ならない。 さらに， JIS Z 8907 も 考慮す る 
こ とが 望ましい。 

ァ クチ ユエ ータ は， 次の 要求 事項 を 満足 し な ければ な ら ない。 
一 明確に 識別で きる (JIS B 9706-1 及び IEC 60073 による。）。 
一 適切に マーキングされ ている （JIS B 9706-2 による。）。 
― 適時に 安全に 操作で きる (JIS C 0447 に よる。）。 
一 関連す る 人間工学 的 原理に 従ってい る （ISO 9355-2 による。）。 
- 想定す る 環境 及び 意図す る 使用 条件に 耐える。 
一 予見 可能な 使用に よって や 耗 せず， 破損し ない。 
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ァ クチ ユエ 一夕 は， 次の よう に 配置 し な ければ な ら ない。 
- 非常 停止 機器， ティーチ ング用 ペンダントな どのように， 特に 必要性が あって 危険 区域 内に 置く もの 

を 除き， ァ クチ ユエ 一夕 は， 危険 区域 外に 配置す る。 
一 ァ クチ ユエ 一夕 の 操作に よ つて 別の リスク を 招かない。 

一 ァ クチ ユエ 一夕 操作に 対応して 最終結果が 実行され たこと を （直接的に， 又は フィードバック によつ 

て） オペレータが 確認で きる。 
- ァ クチ ユエ 一夕の 動きと 最終結果の 現れ 方との 相関 性が， 箇条 5 の 規定に 適合す る （追加 的 情報に 関 

して は， J1SC 0447 参照）。 

- 操作 パネル 上に おいて 線 対称 （上下 対称， 左右 対称な ど） となる ような ァ クチ ユエ 一夕 配置に しない。 

起動 ァ クチ ユエ 一夕 は， 可能な 限り， ァ クチ ユエ 一夕^ 作 中に 制御され る 要素 を オペレータが 見る こと 
がで きる ように 配置し なければ ならない [JIS B 9700-2 の 4.11.8 d) 参照]。 

停止 ァ クチ ユエ 一夕 は， 起動 ァ クチ ユエ 一夕の 近く に 配置し なければ ならない。 起動機 能 及び ゆ 止 機能 
を ホールド • ッゥ' ラン 制御装置 " によって 実行す る 場合， ホールド • ッゥ ' ラン 制御装置の ホールド を 
解除した ときに， 停止 指令が 伝達され ない 故障に よって 危険 を 招く 可能性が あるならば， ホールド …ノウ • 
ランと は 別の 停止 ァ クチ ユエ 一夕 も 備えなければ ならない。 
逢. 二 し」 や-ニノ レエ-: _2 クニ-え ヒ 制御装置-. (お- 1_ぉ0,ズ叩_？ 迎^^ 

ヒを閭 えこ 退-り.! 危險な 盤れ 閛骀 想- 1 を] ^し-，… か 

9700-1 <7)_ .3.26,3 参照.). ? . . 

ァ クチ ユエ 一夕 は， プロセス， 機械 又は 装置 を 制御す る ための 各 操作 間 又は 各 機能 間の 相互関係に 従つ 
て， 論理的に グループ 分けし なければ ならない （JISC0447 を 参照）。 

ァ クチ ユエ 一夕の 操作に よって， 装置 又 は プロセスに， 想定 しない 状態 又は 危険 状態 を 招いて はなら な 

い。 

危険 状態 を 招 く よ う な 偶発的な ァ クチ ユエ一 タ 操作が 起こ る こと は， できる 限り 回避し なければ ならな 
い。 必要な 場合， 次に 示す 方策の 幾つか を 用いなければ ならない。 
一 ァ クチ ユエ 一夕 を 埋め込む 又は 覆う。 

一 ァ クチ ユエ 一夕 を 操作す るた めに 大きな 力 を 必要と する よう にす る。 

一 ロックアウト （操作の 無効 化） を 用いる。 

一 偶発的な 接触 を 受けない 場所に ァ クチ ユエ 一夕 を 配置す る 。 

一 順次 操作 を 必要と する ァ クチ ユエ 一夕の 組合せ を 用いる。 

一 両手 操作 制御装置 （JISB9712) を 用いる。 

一 ィ ネーブル 装置 2 ) を 用いる。 

- 遠隔 制御に よる 操作盤の 無効 化 を 用いる。 

?ま丄し_ 丄年 二.？' ンレ 装- 1 ズ印ギ e ^e_ Y j お-.. し ( あ— ぶ 

(5_3.26.2 #M)_o._ 

間接的な 操作 （例えば， キーボードの 使用） を 行う 場合に は， 行う 操作が 明りよう に 表示され， 操作 指 
令が 実行され たことの 明確な 確認 （視覚 又は 聴覚に よる フィードバック） が, オペレータに 伝^され なけ 
れ ばなら ない。 

重要 な 安全 機能 に 関連す る 操作に おいて， オペレータの 視野が 完全 に ふ さ がれ る 可能性が あ る 場合， 又 
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は視認 条件が 制限され る 場合に は， 接触 （触覚） によって ァ クチ ユエ 一夕の 位置 を 容易に 識別で きな けれ 
ばなら ない （触覚 シグナルに ついては， JISB 9706-1 に 規定が ある。）。 

5 操作 及び 操作の 結果 

注記 二 き U お. に M せき 蒸 1にレ.： ^上^ 表示 器 及び ァ クチ ユエ ータ の 人間工学 設計に 関す 
る 追加 的 情報に ついては， ISO 9355-2 に 記述が ある。 
5.1 基本 原則 

機械に おいて， ァ クチ ユエ ータ の 操作 及び 制御 される 要素の 最終結果の 相関 性が ォ ペレ 一夕に 対して 明 
確で なければ ならない。 この 相関 性 は， 操作 及び 最終結果 を 対照的な 2 グループに 分ける 分類法に 基づく 
ものである。 

最終結果に 至る 途中の 中間 的な 結果 は， この 規格で は 考慮し ない。 

注記 例えば， 可変 速 駆動装置 において， その 最終結果 は， 操作に よって 指令した 運転 速度であって， 
データ処理 ュニッ トの 出力 指令で もな く， 界磁 調整 器の 変化で もない。 
5.2 最終結果の 分類 

多くの場合， 操作に 対する 最終結果の 現れ 方 は， 反対の 結果 を もたらす 二つの グループに 分類で きる。 
試験機 器， 支援 機器， ィ ネーブル 装置の ように， 最終結果 を 増加' 減少の ような 対照的な 現れ 方に 分類で 
きない ァ クチ ユエ 一夕で あっても， これらの 配置 は 箇条 4 に 従わなければ ならない。 
最終結果の 現れ 方の 分類 は， 表 1 (JISC0447 の 表 A.2 から 引用） による。 



表 1 - 最終結果の 現れ 方の 分類 



操作の 目的 


最終結果の 現れ 方 




グループ 1 


グループ 2 


物理 量の 変更 （例えば， 電圧， 電流， 
電力， 速度， 周波数， 温度， 照度） 


増加 


減少 


状態の 変更 


使用 開始 

起動 

加速 

スィッチ オン a) 
点火 


使用 停止 

停止 

減速 

スィ ツチ オフ b ) 
消火 


基準 軸に 関して 物体 又は 車両の 動き 
を 制御 


上方へ 
右方へ 
前進 


下方へ 
左方へ 
後退 


オペレータ を 基準に した 動き を 制御 


遠ざかる 方向へ 


近づく 方向へ 


注 a) オフ 状態で 電力 線が 接地され ている 場合 は， その 接地 回路 は オフに する。 
b) オフ 状態で 電力 線 を 接地す る 場合 は， その 接地 回路 は オンに する。 



5.3 操作の 分類 

操作に ついても， 次に 基づいて 二つの グループに 分類で きる。 
一 ァ クチ ユエ 一夕に 二つの 操作 方向が ある 場合 は， ァ クチ ユエ 一夕の 動く 方向に よって 操作 を 分類す る。 

この場合， 操作 方向 は， オペレータの 身体 部分が 動く 方向で ある。 
一 ァ クチ ユエ 一夕の 操作 方向が 一つで， その 最終結果 も 一つ だけの 場合 は， 対に して 用いる ァ クチ ユエ 

—夕の 相対 位置に よって 分類す る。 この場合の 操作 は， ァ クチ ユエ ータの ある 方向に 身体 部分 を 動か 

す こ とで ある。 



著作権法 により 無断での i， 転載 等 は 禁止され ております。 
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グループ 1 及び グループ 2 (表 2 参照） への 分類 は， 次に 基づいて 行う。 
一 操作の 方向， 又は 
一 操作の 作用点 

異種 類 及び 異種 配置の ァ クチ ユエ 一夕の 操作の 分類 は， 表 2 (JISC 0447 の 表 A.1 と 同じ） による。 
附属 書 A (JISC0447 の 附属 書 B と 同じ） に は， 単機 能ァ クチ ユエ 一夕の 例 を 示す。 



表 2 — 操作の 分類 



ァ クチ ユエ ーダの 種類 


操作の 種類 


操作 方向に よる 分類 


グループ 1 


グループ 2 


ハン ド ホイール， ハン ドル， 

ノ ブな ど 


回転 


時計回り 


反 時計回り 


グリ ッ プ， レバー， 押 引 ボタ 
ン な ど 実質的 に 直線運動 を す 
る もの a ) 


上下 運動 


上プ 


ヲ 向 


下プ 

， 


テ 向 


水平 方 
向 運動 


右一 左 


右方 向 


左方 向 


前進 一 

後退 a) 


オペレータから 遠ざかる 


オペレータに 近づく 


注 國 更に 詳し レ 、情報が， JIS C 0447 に 記述され ている。 



ァ クチ ユエ一 タの 特徴 


操作の 特徴 


お 作 箇所に よる 分類 


グループ 1 


グループ 2 


反対の 最終結果 を 
もたらす， グ リ ッ 
プ， 押 ポタン， ロッ 
ド， プル コードな ど 
の 対 


縦 配置 


押す， 引 く など 






上側 機器 
^^を 操作 






下側 機器 
を 操作 


横 配置 


右側 機器 を 操作 




左側 機器 を 操作 




o 6 


6 o 



ァ クチ ユエ ータの 特徴 


操作の 特徴 


操作の 分類 


VDT (ディスプレー 端末装置） 
の XY コントローラ 


移動 及び &作 
(ク リ ック） 


操作の 方向 及び 操作 点の 分類 はしない。 b) 


キー ポー ド 


キー 打ち 


感応 領域 


接触 


注 b) 可能な 限り， この 表の 上部 二 段 を 用いる。 



5.4 操作 及び 最終結果の 相関 性 

グループ 1 の 操作 は， グループ 1 の 最終結果に 帰結し なければ ならない。 
グループ 2 の 操作 は， グルー プ 2 の 最終結果に 帰結 し な ければ な ら ない。 
例 a) ハンド ホイール を 時計回りに 回す と， 速度が 増す。 



著作権法 によ り 無断での 複製， K わ,》 は 禁止され ており ます。 
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b) レバー を 左へ 動かす と， 物体が 左へ 動く。 

c) 操作す る 手の 動きと 同じ 方向に 制御 対象 物が 動く。 

オペレータと 機械との 相対 位置が 変化し 得る 場合 （特に， 移動 機械 及び z 又は 遠隔操作 用の 携行 式ァク 
チ ユエ ータの 場合） に は， 機械の 迚動 方向 を 認識し にくい ことがある。 そのような 場合 は， 目印と して， 

ァ クチ ユエ ータの 上 及び Z 又 は 近傍 に 付け た 記号 及 び Z 又 は 色に 対応 する 適切な マーク を 機械の 可動 部 又 
は その 近傍に 表示 しなければ ならない。 

特別な 理由 （注記 1 及び 注記 2 参照） があって， 採用した 実施 方法が 操作 及び 最終結果の 相関 性の 原則 

に 適合し ない 場合 は， 

- 操作 （身体 部分の 動き） の 方向 及び 操作に よる 最終結果 を， ァ クチ ユエ 一夕 又は その 近傍に 表示し な 
ければ ならない。 

一 操作と 最終結果との 相関 性の 原則に 適合させる ための 変更 は， 用いる ァ クチ ユエ 一夕の 種類 を （例え 
ば， レバーから 押しボタンへ） 変える ことによって 行う ことが 望ましい。 ァ クチ ユエ 一夕の 種類 変更 
を 適切に 実施で きない 場合に は， オペレータに 特別の 指導 を 行わなければ ならない。 
注記 1 "特別な 理由" に は， 特定の ァ クチ ユエ 一夕の 操作に よる 最終結果 を， 既に オペレータが 熟 
知して いる 場合が ある。 また， 操作 及び 結果の グループ を 一致させる ことが 技術的に 難しい 
場合が ある。 例えば， 流体 制御 弁 は， 一般に， 時計回りに 回す と 流量が 減る ような 仕組で 用 
いる 力ん この こ と は 特別の 理由に よる ものと みなされる。 

注記 2 例え ば， 次に 示す よ う な 特別な 種類 及び 特定 用途の ァ クチ ユエ 一夕 の 要求 事項に 関 し て は， 
He 0447 に 規定が ある。 
一 レバーの 上げ下げ 
一 押 引 ボタン 
一 足踏み ァ クチ ユエ 一夕 

5.5 停止 

位置 選択 式の 各種の ァ クチ ユエ 一 タカ、 特定の 位置 を 選択した とき "停止" を 指令す るよう に 用いられ 
る。 この場合， ァ クチ ユエ ータの 停止 指令 位置 は， 次の 要求に 従わなければ ならない。 

a) "停止" の 位置から 1 回の 直線 的 操作 又は 回転 操作 を 行う ァ クチ ユエ 一夕に おいて は， "停止" の 位置 
は， 左端， 下端 又は 反 時計回り 端と する。 

b) "停止" の 位置から 二つの 反対 方向に 各 1 回の 直線 的 操作 又は 回転 操作 を 行う ァ クチ ユエ 一夕に おい 
て は， "停止" の 位置 は， その 運動 範囲の 中央と する。 

ァ クチ ユエ 一夕の 対に おいて， 二つの ァ クチ ユエ 一夕の 操作 方向が 同じで， 各 操作が 一つの 最終結果 を 
もたらす 場合に は， "停止" 用ァ クチ ユエ ータ は， その 対の 左端 又は 下端に 配置し なければ ならない。 

反対の 最終結果 を もたらす 二つの ァ クチ ユエ 一夕と 組み合わせて 用い る "停止" 用ァ クチ ユエ 一夕 は， 
そ の 組合せの 中央に 配置 し な ければ な ら ない。 

注記 非常 停止 用ァ クチ ユエ 一夕の 要求 事項に ついては， JIS B 9960-1, IEC 60947-5-5 及び JISB 9703 
を 参照。 
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附属 書 A 

(参考） 

単機 能 ァ クチ ユエ 一夕 の 代表例 

序文 

この 附属 書 は， 単機 能ァ クチ ユエ 一夕の 操作 方向の 例 を 示す ものであって， 規定の 一部で はない。 この 

附属 書 は， JISC 0447 の 附属 書 B と 実質的に 同じ ものである。 

A.1 ァ クチ ユエ 一夕の 種類 
A 丄 1 一般 事項 

表 A.1 は， ァ クチ ユエ 一夕の 操作 方向の 代表例 を 示す。 表 内 各 図の 矢印 は， 最終結果 を もたらす 操作 方 
向 （表 2 による。） を 示して いる。 

操作 方向 は， 操作 位置に 立って ァ クチ ユエ 一夕に 向かって いる 人から 見る 方向と する。 オペレータの 立 
つ 位置 は， 各 図の 番号が ある 位置と する。 
A.1.2 回転 

回転す る ハンドルに 角度 目 盛が 組み合わ されて いると き は， その ハンドル は 常に 回転 操作 を 行う ものと 
みなす （表 A.1 の 例 15 参照）。 

表 A.1 の 例 13 が 示す よ う に， 三つの 基本 軸の 一つから 他の 軸への 動き も 回転と みなす。 
A.1.3 直線運動 

一つの 基本 軸に 実質的に 平行な 動き は， 直線運動と みなす。 すなわち， 双方 向への 可動 範囲が 等しい 角 
運動 は， 全 運動 範囲が 120 度 を 超えない 場合に は， 直線運動と みなす （表 A.1 の 例 22， 例 23， 例 24， 例 
32， 例 33， 例 34， 例 42， 例 43 及び 例 44 を 参照）。 

角 変位が 小さい 場合 （表 A.1 の 例 21， 例 31， 例 41 及び 例 51)， 又は 回転す るァ クチ ユエ 一夕の 端 部の 
小 部分 だけに 触れる ことができる 場合 は， ァ クチ ユエ ータは 直線運動 する ものと みなす。 例 25 及び 例 35 
のように 部分的に ェン クロージャに 収めた ハンド ホイール 又は スロットの 背後に 引っ込めた ノブ は， その 
例で ある。 



著作権法に よ り 無断での^ 製， mk^i は 二 止されて おり ま す。 
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表 A.l —ァ クチ ユエ 一夕の 操作 方向の 例 



操作 方向 a 



回転 



直線 b ) 



水平 ： 横 



水平 ： 前後 



異 方向 合成 



ァ クチ ユエ 一夕 
対 （サー ボア クチ 
ユエ 一夕） 





21 



31 



41 




ノ^ノ 



51 



61 



さ 

12 






22 



32 



42 



62 



ラ 





13 



23 



33 



43 



63 



め 



14 



24 



34 



44 



15 



25 



35 




16 




17 



18 



注 a) 各 図に おいて， オペレータの 立つ 位置 は 図 番号の 位置で あり， 矢印 は 表 2 の グループ 1 の 動き を 示す c 
b) 角 運動 を 伴う 場合 も， 許容で きる 場合 は 直線運動と みなす。 
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参考文献 
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) 主 sG 対 J 心 国際規格 ： ISO 12100-1:2003, Safety of machinery ― Basic concepts, general principles for design 

— Part 1: Basic terminology, methodology (IDT) 

JIS B 9700-2:2004 機械 類の 安全性 一 設計の ための 基本概念， 一般 原則 一 第 2 部： 技術 原則 

注記 対応 国際規格 ： ISO 12100-2:2003, Safety of machinery — Basic concepts, general principles for design 

— Part 2: Technical principles (IDT) 

JIS B 9703:2000 機械 類の 安全性 一 非常 停止 一 設計 原則 

注記 対応 国際規格 ： ISO 13850:1996, Safety of machinery - Emergency stop -Principles for design (IDT) 
JIS B 9960-1:2008 機械 類の 安全性 一 機械の 電気装置 一 第 1 部 ： 一般 要求 事項 

注記 対応 国際規格 ： IEC 60204-1:2005, Safety of machinery - Electrical equipment of machines - Part 1: 

ueneral requirements (MOD) 
JIS C 8201-5-5:2008 低圧 開閉 装置 及び 制御装置 一 第 5 部 ： 制御 回路 機器 及び 開閉 素子 一 第 5 節 ： 機械的 

ラッチ ン グ 機能 を も つ 電気 的 非常 停止 機器 

注記 対応 国際規格 ： IEC 60947-5-5:2005, Low-voltage switchgear and controlgear — Part 5-5: Control 
circuit devices and switching elements — Electrical emergency stop device with mechanical latching 
function (IDT) 
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(IEC 6 1 3 1 0-3 : 2007) 

機械 類の 安全性 一 表示， マ一 キング 及び 操作 一 

第 3 部： ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操作に 対する 要求 事項 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規定の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願い します。 

1 改正の 趣旨 

旧規 格 は， JIS B 9706-3:2001 (機械 類の 安全性— 表示， マーキング 及び 作動 一 第 3 部： ァ クチ ユエ 一夕 
の 配置 及び 操作に 対する 要求 事項） であ り ， 1EC 61310-3:1999 (Safety of machinery -Indication, marking and 
actuation — Part 3: Requirements for the location and operation of actuators) の 国際 一致 規格で あった。 2007 -年 2 
月 に IEC 61310-3:2007 (Ed.2) が 発行され たので， こ の 規格 を IEC 61310-3:2007 に 整合させる こ と を 主 目的 
に 改正 を 行った。 

この 規格 は， 機械 類 を 安全に 操作す るた めの ヒューマン マシン ィ ン タフ ヱ ースを 規定す る 国内 規格で あ 
る。 ヒューマン マシン イン タフ ヱ ースの 統一 は， 機械 を 安全に 運転す るた めの 必要条件 である。 この 規格 
を 最新 国際規格に 一致させる こ と は， 機械 産業に おける 安全 推進の ために 必要で ある。 

2 改正の 経緯 

2002 年 6 月に IEC/TC44 にメ ンテ ナン スチーム MT 61310 が 結成され て， IEC 61310-3 の 改正が 着手され 
た。 我が国 は MT に 参加し なかった 力ち 国際規格 案に 対する コメント 提出 及び 投票に よって 国際規格 改正 
に 参画した。 2004 年 7 月に Ed.2 の CD が 回付され た。 CD に対して は， 我が国 は 誤記 訂正 を 要求す るに と 
どめた。 2005 年 10 月に CDV が 投票に 付され， 我が国 は コメント なしに 賛成した。 2007 年 12 月に FDIS 
が 投票に 付され， 2007 年 1 月 に 成立 し た。 IEC 61310-3 Ed.2 が 2007 年 2 月 に 発行され た。 

社団法人 日本 撝械 工業 連合会 は， 2007 年 6 月， JIS B 9706-3 の 改正 原案 作成 委員会 を 立ち -. ヒげ て， IEC 
61310-3 Ed.2 に 一致す る 改正 原案 を 作成 し た。 

3 審議 中 特に 問題と なった 事項 

規格 名称に ついて 次の ような 原案 修正 意見が 日本 工業 標準 調査 会 標準 部会 （産業 钹械 技術） の 審議 中に 
提起され た。 

原案の 規格 名称 ： 機械 類の 安全性 一 表示， マーキング 及び 作動 一 第 3 部 ： ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操 
作に 対する 要求 事項 

修正案 規格 名称 ： ^械 類の 安全性 一指 示， 表示 及び 作動 一 第 3 部 ： ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操作に 対 
する 要求 事項 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， 転 は 禁止され ております。 
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国際規格 IEC 61310-3 の indication の 訳語 を "表示" から "指示" に 変え， marking の 訳語 を "マーキン 
グ" から "表示" に 変える 提案で ある。 原案 は 機械 安全 部門で 慣用して きた 用語 を 用いて いる 力、 修正案 
は， JIS 全般にお いて 標準 的と 考えられる 用語 を 用いる 提案で あると 認識され た。 

修正案 を 原案 作成 委員会で 再 審議 し た 結果， 修正案 は 機械 安全 部門で は 違和感が 強 く 混乱 を 招 く と の 意 
見が 多かった。 標準 調査 会に 再 審議 結果 を 報告し 調整した 結果， 今回 は 原案 どおりと する ことにな つた。 
次回の 改正 時には JIS 全般 を 詳し く 再調査し， 用語の 整合性 を 更に 検討す る こ とが 望ましい。 

規格 名称に ついては， 原案 作成 段階で 別な 部分が 指摘され 変更 （作動— 操作） した。 これに ついては 解 
説の 4.6 で 説明す る。 

4 改正 事項 
4.1 概要 

改正の 要点 は， 次のと おりで ある。 詳細 は， 解説の 4.2〜4.6 で 説明す る。 
一 引用 規格の 変更 （解説の 4.2 参照） 
- 附属 書 B の 削除 （解説の 4.3 参照） 
一 箇条 4 の 一部 変更 （解説の 4.4 参照） 
- 表 1 内の 項目 を-一部 削除 （解説の 4.5 参照） 
- 日本語の 適正 化 （解説の 4.6 参照） 
4.2 引用 規格 （箇条 2) の 変更 

a) 追加 及び 削除 要求 事項で なく 参考 情報 を 示す だけの 規格 は， 箇条 2 から 参考文献に 移した。 JIS B 
9700-1, J IS B 9700-2 及び JIS B 9960-1 を 参考文献に 移し た。 

JIS Z 8907 及び JIS B 9712 を ， 箇条 2 に 追加 し た 。 

b) 発行 年の 更新 多くの 引用 規格の 版 （発行 年） を 更新した。 

JIS C 0447 は， 発行 年の 指定な しとした。 旧規 格 は JIS C 0447:1997 (1EC 60447:1993 対応） を 引用 
していた が， IEC 61310-3 Ed. 2 が 引用す る 1EC 60447:2004 に 対応す る J IS C 0447 改正 版が 発行 さ れて 
いないので， 改正され るまで JIS C 0447:1997 を 適用し， 改正 後 は 改正 版の JIS C 0447 を 適用す る 趣 
旨で ある。 IEC 60447:1993 と IEC 60447:2004 との 差異 は 極めて 軽微で ある。 このよう にしても この 規 
格と IEC 61310-3 Ed.2 との 整合性 は 損なわれない。 IEC 60447:2004 が IEC 60447:1993 と 異なる 点 は， 
次のと おりで ある。 

1) audible signal とレ ） つ 用言 S カ^ acoustic signal に 変わ つ た。 

2) 4 丄 7 の 第 4 リスト 項目 力、 次のと おり 変わった。 
1993 片 な ： inching operation 

z004 fe. : starting under reduced nazard conditions (e.g. reduced travel, reduced speed, reduced pressure, 
reduced torque) 

3) 4.1.9 力く 次のと おり 追加され た。 

4.1.9 Actuators having a rotating operation shall be mounted to prevent rotation of the stationary member. 
Friction alone shall not be considered to be sufficient 

4) Figure 5 及び Figure 6 に 題名 力 《付い た 。 

5) Table A.1 の 注の 位置が 変わった。 

6) TableB.l 力、 横長 形式から 縦長 形式に なった。 

c) IEC 60073 の 直接 引用 旧規 格 は 1EC 60073:1991 に 置き換えて JIS C 0448:1997 を 引用して いた 力 \ 

解 2 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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改正 規格で は JISC0448 に 置き換えず IEC 60073:2002 を 直接 引用した。 IEC 61310-3 Ed.2 が 引用す る 
IEC 60073:2002 と 現行の JIS C 0448:1997 (IEC 60073:1991) との 間に は 大きな 差異が あり， JIS C 
0448:1997 が 直ぐに は 改正され ない と 予想され たためで ある。 IEC 60073:1991 は， 主として 視覚 シグ 
ナルの コード 化に ついて 規定して いた カ气 IEC 60073:2002 は， 聴覚 シグナル 及び 触覚 シグナルの コー 
ド化も 含めて 規定して いる。 この 規格と IEC 61310-3 Ed.2 との 整合性 を 維持す るた めに は， IEC 
60073:2002 を JIS C 0448 に 置き換える こ とがで きない。 
4.3 附属 書 B の 削除 

旧規 格の 附属 書 B (関連 規格） を， 改正 規格で は 参考文献 にした。 参考文献に 掲載した 規格 は， IEC 61310-3 
Ed.2 の Bibliography に 記載 されて いる 規格 に 対応 している。 
4.4 箇条 4 の 一部 変更 

箇条 4 の， 偶然 （無意識） による ァ クチ ユエ 一夕 操作 を 防止す る 方策の リストの 最後に， 次の 項目 を 追 
加した。 

" 一 遠隔 制御 による 操作盤の 無効 化 を 用いる。" 
4.5 表 1 の 変更 

IEC 61310-3 Ed.2 に 合わせて 表 1 を 変更 （一部の 項目 削除） した。 削除 項目 は， 次のと おりで ある。 

a) 第 1 列 （操作の 目的） 最上 段の "物理 量の 変更" に 続く 括弧 内に "照度" に 続いて 例示され ていた "圧 
力"， "流量"， "力" 及び "音 圧 レベル" を 削除。 

b) "状態の 変更" の 段の "最終結果の 現れ 方" にあった， "バルブ 開， バルブ 閉" 及び "満たす， 空に す 
る" を 削除。 

旧規 格の 表 1 では， 例えば， 流量 を 増す， 弁 を 開く， 満たすな どの 操作 は， 表 2 に 従って 時計回り， 
上方 向， 右方 向な どに する こと を 明確に 要求して いたと いえる。 しかし， 流量 制御， 弁の 開閉 制御な 
ど において は， こ の 規格が 規定す る 操作 と 最終結果の 相関 性 と の 原則 に 従 え な レ ュ 場合が あ る 。 （例 え ば, 
水道の 水 は， つ ま み を 反 時計 回 りに 回し た 時に 流量が 増加 する。） 

このため， S.4 の 後半に， 特別の 理由が ある 場合 は， 操作 及び 最終結果の 相関 性の 原則に 従わなくて 
もよ いとする 緩和 条項 を 示して いる 力、 旧規 格に おいて， 表 1 に 流量な どの グループ 化 を 示して いた 
こと は， 表 1 と 5.4 の 緩和 条項と が 矛盾 するとい う 違和感 を 与えて いた。 今回の 改正 は， この 違和感 
を 除いた といえる。 

なお， 表 1 は， 今回の 変更 （項目 削除） によって JISC0447 の 表 A.2 と 同じ 内容に なった。 
4.6 日本語の 適正 化 

a) 規格 名称の 部分的 変更 この 規格の 名称 を ，"機械 類の 安全性 一 表示， マ一 キング 及び 作動 一 第 3 部： 
ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操作に 対する 要求 事項" から "機械 類の 安全性 一 表示， マ一 キング 及び 操 
作 一 第 3 部： ァ クチ ユエ 一夕の 配置 及び 操作に 対する 要求 事項" に 変更した。 actuation の 訳語 を "作 
動" から "操作" に 変更した ものである。 actuation に "作動" の 意味が 全くない 訳で はない 力 s ， この 
規格 は， "作動" ではなく "操作" について 規定して いるので， "作動" から "操作" に 変更した。 

b) "動作" を "操作" に 変更 action の 訳語 を "動作" から "操作" に 変更した。 action という 単語 単独 
の 翻訳と して は "操作" よりも "動作" が 適切で あるが， この 規格で は， action は， "ァ クチ ユエ 一夕 
を 操作す る 人の 身体 部分に 要求され る 動き" であるから， "操作" とする 方が 適切で ある。 

な お ， IEC 60447 に 対応す る JIS C 0447 においても action を "操作" としてい る。 

c) その他の 表現 変更 対応 国際規格への お 合性 を 保つ 範囲で 日本語 を 適正 化した。 具体的に 新旧の 差異 
を 説明す る ほどの 変更 はない。 

解 3 
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5 その他の 解説 事項 

5.1 こ の 規格と 欧州 機械 指令 との 関係 

IEC 61310-3 に 対応す る 欧州 規格 は EN 61310-3 である。 EN 61310-3 は， 欧州 機械 指令の 整合 規格で あ る 。 
5.2 この 規格と JISC0447 との 関係 

いずれの 規格 も ヒューマン マシン インタフェース を 扱って いる。 JISC 0447 は， ヒューマン マシン イン 
タフ ユース 一般につ いて 幅広く 規定して おり， この 規格 は， 特に 安全の 観点から 機械 類の 操作に 関する 事 
項 を 規定して いる （安全 及び 機械 類に 特化）。 

こ の 規格の 多 く の 要求 事項 は， JIS C 0447 に 規定す る 内容と 同じで ある。 特に， 箇条 5 及び 附属 書 A は， 
JIS C 0447 が 規定す る 内容と ほとんど 同じで ある。 こ の 規格の 表 1 は JIS C 0447 の 表 A.2 と 同じで あり， 
表 2 は JIS C 0447 の 表 A.1 と 同じで ある。 附属 書 A は JIS C 0447 の 附属 書 B と 同じで ある。 

この 規格の "ァ クチ ユエ 一夕" という 用語 は， JISC0447 では "操作 機器 （操作 部）" と 表現され ている。 

この 規格の 箇条 1 の 最後に， "この 規格 は， タツ チパ ネルに 関する 要求 事項 は 規定し ない （タツ チ パネル 
に関して は， JISC0447 に 規定が ある。）。" という 記述が ある 力く タ ツチ パネルに 関して JISC 0447 の 7.7 
に 規定が ある。 

こ の 規格の 表 2 の 最下 段に 示す キー ボー ド に関して は， JIS C 0447 の 7.5 及び 7.6 に 規定が あ る。 同じく， 
VDU の 感応 領域に 関 して は， JIS C 0447 の 7.7 に 規定が あ る 。 

こ の 規格の 5.4 の 注記 2 に 示す レバーの 上げ下げ に関して は， JIS C 0447 の 7.3 に 規定が ある。 同じく， 
押 引 ボタンに 関して は， JIS C 0447 の 7.2 に 規定が ある。 足踏み ァ クチ ユエ 一夕に 関して は， JIS C 0447 
の 7.4 に 規定が ある。 

こ の 規格の 箇条 4 は， JIS C 0447 に はない 事項 も 多く 含んで いる。 
5.3 箇条 4 の 解説 

箇条 4 は， ァ クチ ユエ 一夕 自体 及び ァ クチ ユエ ータの 配置な どに ついて， 多くの 関連 規格 を 引用して 要 
求 事項 を 列挙して いる。 主な 関連 規格の 引用に ついて 次に 説明す る。 
一 明確に 識別で きる （JIS B 9706-1 及び IEC 60073 による。）。 

この 項目 は， JIS B 9706-1 及び IEC 60073 に 規定す る 視覚， 聴覚 及び 触覚 シグナル を 用いて ァ クチ ユエ 
一夕 を 明確に 識別す る こと を 要求して いる。 
一 適切に マーキングされ ている （JISB 9706-2 による。）。 

この 項目 は， JIS B 9706-2 に 規定す る マーキングの 要求 事項に 従って ァ クチ ユエ 一夕の マーキング を 実 
施す る こ と を 要求して いる。 

一 適時に 安全に 操作で きる （JISC 0447 による。）。 
JIS C 0447 の 適用 範囲に JISC 0447 の 目的が 次の よ う に 示されて いる。 
― 機器の 安全な 操作 を 介して 安全性 （人体， 資産， 環境な どの） を 増強す る。 
一 操作 機器 （操作 部） の 適切で 適時な 操作 を 容易に する。 

しかし， JIS C 0447 の どの 部分が 安全性 を 規定し， どの 部分が 適時な 操作 性 を 規定して いるか は 簡単に 
判別で きない。 JISC 0447 全体が， 安全性 及び 操作 性の 実現に 関連して いるので， 機械の 操作に 用いる ァ 
クチ ユエ 一夕に は JISC 0447 全体 を 考慮す る こ とが 望ましい と 考える。 
一 関連す る 人間工学 的 原理に 従ってい る （IS0 93SS-2 による。）。 

ISO 9355-2:1999 は， 表示 器 （視覚 表示 器， 聴覚 表示 器 及び 触覚 表示 器） の 人間工学 的 設計 要件 を 包括的 
に 規定して いる。 JISB9706-1 と 共通す る 部分 も 含んで いる。 

解 4 
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5.4 箇条 5 の 解説 

箇条 5 は， JISC 0447 の 箇条 5 とほ ぼ 同じ こと を 規定して いる 力 5 , 表現が 異なる。 一例 を 次に 示す。 
この 規格の 5.4 では， 操作 及び 最終結果の グループが 一致す る こと を， "ねばならない （IEC 61310-3 で 

は shall)" という 表現で 要求し， その 一方で 例外 事項 （特別の 理由が ある 場合） を 認めて いる。 
--方 JISC 0447 の 5.1.1 では， 例えば， "時計回りの 操作 （例） をした ときに その 結果が 増大す る （IEC 

60447 で は should increase) " という あいま い 表現 を してお り， 例外 事項の 記載 はない。 



6 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



JIS B 9706-3 原案 作成 委員会 構成 表 

氏名 



(委貝 長) 




塚 


本 


修 


巳 


横 浜 国立大学 


(委員 兼 


〇 


士 


田 


孝 


一 


社団法人 日本 電機 工業 会 


分科会 主査） 














(委員） 




ネ田 


田 


隆 


文 


長 岡 技術 科学 大学 






江 


D 




彦 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 






安 


達 




栄 


厚生 労働省 労働 基準 局 






市 


川 


健 


一 


社団法人 産業 安全 技術 協会 




〇 


竹 


内 


時 


男 


社団法人 日本 印刷 産 梁 機械工業 会 






山 


本 


元 


芳 


社団法人 日本 工作機械 工業 会 






小 


森 


雅 


裕 


社団法人 日 本鍛圧 機械工業 会 
(株式会社 小 森 安全 機 研究所） 




〇 


前 


田 


礼 


司 


社団法人 日 本 電気 制御機 器 工業 会 




〇 


松 


山 




健 


社団法人 日本 縫製 機械工業 会 （JU 




〇 




浦 


敏 


道 


社団法人 日本 ロボ ッ ト 工業 会 






杉 


田 




広 


テュフ 'ライン ランド' ジャパ ン 株: 






松 






強 


オムロン 株式会社 




〇 


西 


條 


広 




オーク マ 株式会社 






十 


川 


修 




川 崎 重工業 株式会社 






石 


川 




光 


株式会社 キトー 






坂 


井 


正 


釜 


日本 信号 株式会社 








原 




次 


布目 電機 株式会社 




〇 


内 




信 


五 


株式会社 ダイ フク 






羽 


田 


健 




株式会社 明電舎 






小 見 山 


、、主 


心 


株式会社 安川 電機 






月 


花 


正 


ノ Qi ゝ 


富士 電機 機器 制御 株式会社 






坂 




俊 




三菱 電機 株式会社 








住 


光 


男 


ジック 株式会社 
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長 谷川 


佳 


旦 


SUNX 株式会社 


須 藤 


清 


隆 


株式会社 山武 


平 沼 


栄 


浩 


セーフ ティ プラス 株式会社 


関 野 


芳 


雄 


IDEC 株式会社 


加 賀 


我 


弘 


経済 産業 省 製造 産業 局 


須 藤 


次 


男 


社団法人 日 本 機械工業 連合会 



注記 〇 印 は， 分科会 委員 兼務 を 示す。 

(文責 須藤 次男) 
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白 紙 
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★ 内容に ついての お 問合せ は， 規格 開発部 櫟準課 [FAX(O3)3405-554 1 TEL(03)5770- 1 57 1 ] へ ご連絡 

く ださい。 

★JIS 規格 票の 正誤 粟が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌， 準 化 ジャーナル" に， 正 ■ おの 内容 を抝^ いたします。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火^日に， "日経 産 梁 新聞" 及び "日刊 ェ荣 新聞" の JIS 発行の 広告 簡 
で， 正誤 票が 発行 さ れた JIS 規格 番号 及 び 規格の 名称 をお 知ら せいた します。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正教 票が 発行され た 場合， 自動的 
にお 送りいた します。 

★JIS 規格 栗の ご注文 は， 出版 事荣部 出版 サービス 第一 裸 [TEL(03)3 583-8002 FAX(03)3583-0462] 

又は 下記の 当 協会 名古屋 支部， 関西 支部に おきましても 承って おります ので， お 申込みく ださい。 
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